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１【提出理由】

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項及び第２項の監査証明を行う監査公認会計士等の異動に関し、平成30年

12月14日開催の当社監査役会において一時会計監査人の選任を決議いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４

項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の４の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであ

ります。

 

２【報告内容】

(1) 異動に係る監査公認会計士等の名称

①　選任する監査公認会計士等の名称

アスカ監査法人

②　退任する監査公認会計士等の名称

有限責任 あずさ監査法人

 

(2) 異動の年月日

平成30年12月14日

 

(3) 退任する監査公認会計士等が直近において監査公認会計士等となった年月日

平成29年９月25日

 

(4) 退任する監査公認会計士等が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等に関する事項

　該当事項はありません。

 

(5) 異動の決定又は異動に至った理由及び経緯

当社は、平成30年12月３日に公表いたしました「過年度の有価証券報告書等及び決算短信等の訂正に関するお知

らせ」においてお知らせいたしましたとおり、平成30年９月３日に外部から指摘を受け、過去５期分（平成25年６月

期から平成29年６月期）及び平成30年６月期の売上計上及び事業構造改善引当金の妥当性等の会計処理に関して、不

適切な会計処理がなされている疑義が生じました。これを受け、当社は、より独立した立場から、事実関係の解明、

これらの会計処理の妥当性に関する検証、再発防止策に関する提言等の見解を求める必要があると判断したため、平

成30年９月14日付で外部の専門家による第三者委員会を設置し調査を行い、平成30年11月27日付で第三者委員会から

調査結果の報告を受けました。当社は、当該調査結果を踏まえ、当社の映像制作事業における売上高の取消し等の訂

正を実施するとともに、連結の範囲、減損損失、税金計算及び税効果会計の見直し等の訂正を実施し、過年度の有価

証券報告書等及び決算短信等を訂正し、有限責任 あずさ監査法人より無限定適正意見を付した監査報告書を受領し

た上で、平成30年12月３日に、訂正有価証券届出書、訂正有価証券報告書及び訂正四半期報告書を関東財務局に提出

いたしました。

当社は、これらの訂正報告書の作成と並行して、当社の会計監査人である有限責任 あずさ監査法人と、平成31年

６月期の監査業務体制及び当社の内部統制の改善計画について継続的な協議を行ってまいりましたが、過年度及び平

成30年６月期の監査状況、第三者委員会の調査結果を踏まえ、同監査法人より、当社が過年度において役職員の関与

等が疑われる不適切な会計処理を実施し、また、不適切な監査対応をしたことが疑われる事実により、会計監査人を

継続することはできないとの申し出を受けました。これを受け、当社は、両者共に誠実に協議した結果、同監査法人

と合意の上、監査契約を継続しないことといたしました。

これにともない、平成31年６月期第２四半期のレビューを早期に開始し、適正な監査業務を継続される体制を維

持するため、当社監査役会は本日付でアスカ監査法人を一時会計監査人に選任することを決議いたしました。

なお、退任にあたり有限責任 あずさ監査法人からは、監査業務の引継ぎについての協力を得ることができる旨の

確約をいただいております。

 

(6) 上記(5)の理由及び経緯に対する監査報告書等の記載事項に係る退任する監査公認会計士等の意見

有限責任 あずさ監査法人からは、特に加える点はない旨の回答をいただいております。

以　上
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